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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】消波機能を持ち、且つ漁業者の魚礁としても活

用できる消波機能付き魚礁を提供する。

【解決手段】消波機能と魚礁を兼ね備え、海中に設置さ

れるコンクリート構造物であって、４つの長方形の側面

を有する下段部と、下段部の上方に設置され、２つの上

辺の短い台形又は三角形、及び２つの長方形からなる側

面を有する上段部とからなり、下段部と上段部の内部は

中空である。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

側 面 が 長 方 形 で あ る 下 段 部 と 下 段 部 の 上 方 に 設 置 さ れ る 側 面 の 上 辺 の 短 い 台 形 、 又 は 三 角

形 で あ る 上 段 部 と か ら な り 、 下 段 部 と 上 段 部 の 内 部 は 中 空 で あ る 事 を 特 徴 と す る 消 波 機 能

付 き 魚 礁

【 請 求 項 ２ 】

上 段 部 は 波 を 受 け る 沖 か ら 岸 へ 向 か う 方 向 の 長 さ が そ の 左 右 方 向 の 長 さ よ り 大 き い 形 状 で

あ る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 消 波 機 能 付 き 魚 礁

【 請 求 項 ３ 】

上 段 部 と 下 段 部 の 面 は 空 隙 の 中 央 部 に 設 け ら れ た 隔 壁 を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 消 波 機 能 付 き 魚 礁 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 考 案 の 概 要 】

【 ０ ０ ０ １ 】

本 案 は 海 水 浴 場 や ボ ー ト 競 技 場 等 の 消 波 効 果 を 高 め 客 や 競 技 者 の 安 全 を 確 保 す る と 共 に 、

漁 業 者 の 魚 礁 と し て の 活 用 を 目 指 し て 、 設 置 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ２ 】

消 波 提 は 消 波 ブ ロ ッ ク や テ ト ロ ポ ッ ト 等 で 造 ら れ て い て 海 岸 を 守 る た め に 海 岸 線 に 沿 っ て

も 設 け ら れ る 構 造 物 。 波 の エ ネ ル ギ ー を 弱 め る こ と に よ り 海 食 壁 の 浸 食 や 砂 浜 の 後 退 を 防

ぐ た め に 造 ら れ る 。

魚 礁 は 天 然 の も の と 、 人 工 漁 礁 が あ り 岩 や 消 波 ブ ロ ッ ク 、 廃 船 な ど の 人 口 物 を 海 底 に 沈 め

た も の で あ る 。 消 波 ブ ロ ッ ク や テ ト ラ ポ ッ ト 等 で 造 ら れ た 物 は 漁 礁 機 能 野 あ る 物 も あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

現 状 で は 漁 礁 は 海 底 に 設 置 さ れ 消 波 効 果 は な い 。 消 波 機 能 を 持 ち 尚 且 つ 漁 業 者 の 魚 礁 と し

て も 活 用 で き る も の は な く 、 消 波 機 能 を 持 ち 漁 礁 と し て も 活 用 で き る 設 備 　 施 設 は な く 、

漁 礁 効 果 と 消 波 機 能 の 両 方 の 機 能 　 効 果 を 持 つ 構 造 物 を 造 る 事 が 課 題 で あ る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

本 案 は 消 波 提 と 魚 礁 を 兼 ね ら れ る コ ン ク リ ー ト 構 造 物 で あ り ま す 。

コ ン ク リ ー ト 立 方 体 を 中 空 に し た の は 、 製 造 コ ス ト を 低 く 抑 え る 事 と 内 部 を 中 空 に す る こ

と で 上 段 部 は 消 波 効 果 を 高 め る こ と で あ り ま す 。

下 段 部 は 漁 礁 機 能 を よ り 、 有 効 化 す る た め で 在 り ま す 。

中 空 化 は 魚 類 や 海 藻 等 の 海 中 生 物 に 広 い ス ペ ー ス を 与 え て 、 そ れ ら の 集 ま り や す い 環 境 を

整 え る た め で 在 り ま す

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 上 段 部 と 下 段 部 を 分 け て 製 造 す る こ と は コ ス ト の 削 減 と 製 造 及 び 設 置 作 業 を 簡 素 化 で き

る し 製 造 拠 点 を 日 本 の ど こ に で も 設 置 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

上 段 部 は 波 浪 を 直 接 受 け る 沖 か ら 岸 へ の 方 向 が 左 右 よ り も 長 く し て あ る 。

波 に よ る 外 力 で 、 上 段 部 が 転 倒 し な い よ う に 設 計 し た も の で あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

上 段 部 の 波 浪 に よ る 転 倒 を 防 ぐ た め に 、 上 辺 の 短 い 台 形 か 三 角 形 形 状 に す る 必 要 が あ り ま

す 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

上 段 部 の 中 央 に □ 形 状 に 隔 壁 を 設 置 し た の は 、 上 段 部 の 構 造 強 度 を 高 め 共 に 消 波 効 果 を 確
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保 出 来 る の で 、 設 置 の 必 要 が あ り ま す 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

下 段 部 中 央 に □ 形 に 隔 壁 を 設 置 し た の は 、 下 段 部 自 身 の 強 度 を 高 め る 事 と に 上 段 部 が 搭 載

さ れ る 為 に そ の 重 量 に 耐 え 得 る 強 度 を 得 る 為 で あ る

隔 壁 は 影 を 形 成 し て 、 集 魚 効 果 が 高 ま り 、 海 藻 な ど の 生 え や す い 環 境 が う ま れ ま す 。

【 ０ ０ １ ０ 】

本 案 は 消 波 提 と 魚 礁 を 一 体 化 し た 、 初 の 考 案 で 在 り 、 観 光 や 漁 業 に 活 用 す れ ば 、 多 大 の 経

済 効 果 を 生 む こ と に な る 。

【 ０ ０ １ １ 】

本 案 は 水 深 ４ ～ ６ ｍ に 適 応 す る よ う に 設 計 し た が 、 下 段 部 の 下 に も う 一 段 設 置 す れ ば 、 １

０ ｍ の 水 深 ま で 対 応 で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

本 案 は 日 本 の 最 高 水 位 （ 最 大 満 潮 ） は 天 草 地 方 が ３ ｍ で あ り そ の 他 の 地 域 は ２ ． ４ ～ ２ ．

５ ｍ 以 下 で す 。

日 本 の 北 へ 行 く ほ ど 潮 の 干 満 の 差 は 少 な く な り ま す 。 こ の 施 設 は 常 に 海 面 上 に 可 視 化 で き

ま す 。 ０ ． ５ ｍ ～ ２ ． ０ ｍ 海 面 上 に あ り 、 漁 船 な ど 船 舶 が 衝 突 事 故 を 引 き 起 こ す こ と は 低

減 さ れ ま す 。

尚 且 こ の 施 設 の 沖 合 の 海 は 常 に 見 え て い ま す 。 港 湾 施 設 の 堤 防 の よ う に 閉 塞 感 は 生 ま れ ま

せ ん 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ３ 】

本 案 の 消 波 機 能 付 き 魚 礁 は 設 置 す れ ば 、 海 水 浴 場 の 客 や 競 技 者 の 安 全 を 守 り 交 流 人 口 を 増

や し て 、 地 域 の 活 性 化 　 発 展 を 創 生 で き る し 地 域 の 観 光 の 発 展 に 寄 与 す る こ と が で き る し

、 魚 礁 の 活 用 に よ り 漁 業 の 水 揚 げ 量 を 増 や し 、 地 域 の 活 性 化 　 発 展 に 貢 献 で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ４ 】

【 図 １ 】 本 考 案 の 図 を 左 右 方 向 ４ ５ 度 か ら 観 た 見 取 図
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【 図 １ 】

【 手 続 補 正 書 】

【 提 出 日 】 平 成 31年 2月 13日 (2019.2.13)

【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

４ つ の 長 方 形 の 側 面 を 有 す る 下 段 部 と 、 下 段 部 の 上 方 に 設 置 さ れ 、 ２ つ の 上 辺 の 短 い 台 形

、 又 は 三 角 形 、 及 び ２ つ の 長 方 形 か ら な る 側 面 を 有 す る 上 段 部 と か ら な り 、 下 段 部 と 上 段

部 の 内 部 は 中 空 で あ る 事 を 特 徴 と す る 消 波 機 能 付 き 魚 礁 。

【 請 求 項 ２ 】

上 段 部 は 平 面 視 で 、 一 辺 の 長 さ が 、 前 記 一 辺 に 直 交 す る 他 辺 の 長 さ よ り 大 き い 長 方 形 で あ

り 、 前 記 一 辺 が 伸 び る 方 向 が 、 波 を 受 け る 沖 か ら 岸 へ 向 か う 方 向 で あ る 事 を 特 徴 と す る 請

求 項 １ に 記 載 の 消 波 機 能 付 き 魚 礁 。

【 請 求 項 ３ 】

上 段 部 と 下 段 部 の 全 て の 側 面 は 開 口 部 を 有 し 、 一 部 の 開 口 部 の 中 央 部 に は 隔 壁 を 設 け て い

る 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 消 波 機 能 付 き 魚 礁 。
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